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対
馬
聖
人
（
せ
い
じ
ん
＝
優
れ

た
人
物
）
陶
山
訥
庵
先
生
の
偉
大

な
業
績
に
対
し
て
、
い
ち
早
く
光

を
あ
て
た
の
は
佐
護
（
上
県
町
）

の
人
た
ち
で
し
た
。
す
な
わ
ち
、

享
保
十
七
年
（
一
七
三
二
）
六
月

に
先
生
が
な
く
な
る
と
半
年
後
の

十
二
月
、
同
地
の
カ
ナ
グ
ラ
ダ
ン

に
、
島
民
を
イ
ノ
シ
シ
の
被
害
か

ら
守
っ
た
陶
山
先
生
と
同
役
の
平

田
類
右
衛
門
喬
信
の
功
績
を
た
た

え「
曠
古
遺
愛
」
(1)
の
碑
を
た
て
ま

し
た
。
こ
の
碑
の
文
章
を
書
い
た

の
は
、
二
人
を
敬
愛
し
て
や
ま
な

か
っ
た
、
も
う
ひ
と
り
の
碩
学
(2)

雨
森
芳
洲
先
生
で
す
。

　
ま
れ
に
見
る
す
ぐ
れ
た
二
人
の

人
物
の
仕
事
を
後
の
世
に
語
り
伝

え
た
い
と
い
う
願
い
を
こ
め
て
書

い
た
芳
洲
先
生
の
文
章
で
し
た
。

　
先
生
と
同
じ
時
代
に
生
き
た
医

者
古
藤
文
庵
は
伝
記
『
訥
庵
先
生

事
記
』
を
、
幕
末
の
唐
坊
長
秋
も

同
じ
く
先
生
の
伝
記
『
陶
山
先
生

事
状
』
を
書
き
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
陶
山
先
生
の
人
物

と
仕
事
は
、
早
く
か
ら
地
元
だ
け

で
は
な
く
中
央
で
も
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
先

生
の
死
か
ら
お
よ
そ
百
年
後
に
で

き
た
『
先
哲
叢
談
』
に
雨
森
芳
洲

先
生
ら
と
と
も
に
名
ま
え
が
掲
載

さ
れ
て
か
ら
で
す
。
生
き
も
の
を

殺
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
時
代

に
、
人
び
と
に
大
き
な
害
を
も
た

ら
し
て
い
た
八
万
頭
に
も
の
ぼ
る

イ
ノ
シ
シ
を
退
治
し
、
対
馬
の
人

た
ち
の
生
活
を
ま
も
っ
た
こ
と
、

そ
し
て
百
冊
も
の
本
を
書
い
た
こ

と
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
明
治
時
代
に
な
る
と
『
大
日
本

人
名
辞
書
』
に
名
前
が
の
り
、
先

生
の
著
作
が
『
日
本
経
済
叢
書
』

に
収
録
さ
れ
、
東
京
大
学
の
渡
瀬

庄
三
郎
先
生
は
『
動
物
学
雑
誌
』

に
先
生
の
イ
ノ
シ
シ
退
治
の
様
子

を
く
わ
し
く
書
ま
し
た
。
昭
和
四

十
年
代
に
な
り
、
児
童
文
学
者
の

北
野
道
彦
さ
ん
や
木
暮
正
夫
さ
ん

が
書
い
た
、
対
馬
の
イ
ノ
シ
シ
退

治
の
話
が
児
童
用
図
書
に
掲
載
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
十
一
月
十
日
に
は
、
先
生
の
三

五
〇
回
め
の
誕
生
日
を
記
念
し
て

講
演
会
な
ど
も
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
機
会
に
先
生
の
こ
と
が
書
い
て

あ
る
読
み
物
を
集
め
た
本
（
子
ど

も
用
）
と
、
人
名
辞
典
な
ど
に
の

っ
て
い
る
先
生
の
解
説
文
を
収
録

し
た
本
（
一
般
用
）
を
つ
く
る
準

備
を
し
て
い
ま
す
。
（
お
わ
り
）

(1)
曠
古
＝
今
ま
で
に
な
い
、
空
前
の

遺
愛
＝
む
か
し
の
人
が
、
後
の
世
の
人

の
た
め
に
残
し
た
い
つ
く
し
み

(2)
碩
学
＝
学
問
が
ひ
ろ
く
ふ
か
い
人

す

や

ま

と

つ

あ

ん
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　対馬市では、「空き家」を貸したい、売りたいと思

っている方と対馬市で生活をするために「空き家」を

探している方との橋渡しをするために「対馬市空き家

バンク」を創設いたしました。�

　空き家の登録を希望される方は、下記までご連絡く

ださい。�

　内容は、対馬市ホームページにも掲載してあります。

（http：//www.city.tsushima.nagasaki.jp）�

■問い合わせ先■�
対馬市役所  政策企画課�
担当者  古瀬・梅野・中庭�

☎0920（53）6111　FAX0920（53）6112�
E‐mail：kikakuka@city‐tsushima.jp

対馬市空き家バンク制度�

空き屋を登録しませんか？�
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